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琴電連立検討委員会 設置要綱 

（目的及び設置） 

第１条 事業中止となっている高松琴平電鉄連続立体交差事業について、都市計画決定からの社

会情勢等の変化を踏まえ、同事業の都市計画のあり方について存廃も視野に検討することを目

的として、琴電連立検討委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 

（委員会） 

第２条 委員会は、別表に掲げる委員で組織する。 

２ 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員長は、委員の互選によって定め、副委員長は、委

員長が指名する。 

３ 委員長は、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長が不在又は事故があるときは、その職務を代理する。 

５ 委員会の会議は、委員の２分の１以上が出席しなければ開くことができない。 

６ 委員に支障があるときは、当該委員が委任する者が会議に出席し、議決に加わることができ

る。ただし、委員長、副委員長は他の者に委任できない。 

７ 委員会の会議は、委員長が招集し、議長となる。ただし、最初に開催される会議及び委員の

任期満了後における最初の会議は事務局長が招集する。 

８ 委員長は、指定感染症の感染拡大防止或いはその他理由により、やむを得ないと認める場合

は、書面会議又はインターネット環境等を利用した会議を開き、議決を得ることができる。 

 

 （会議の公開） 

第３条 会議は、原則として公開するものとする。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合

であって、委員長が会議の全部又は一部を公開しない旨を決定したときは、この限りではない。 

 一 香川県情報公開条例（平成１２年条例５４号）第７条各号に定める情報に該当すると認め

られる事項について審議等を行う場合 

 二 公開することにより、公正かつ円滑な検討が著しく阻害され、会議の目的が達成できなく

なると認められる場合 

 三 その他、委員長が必要と認める場合 

２ 前項の規定により会議を公開する場合において、議長は、会議の運営上必要があると認める

ときは、傍聴人の数の制限その他必要な措置を講じることができる。 

 

（事務局） 

第４条 委員会事務局は、琴電連続立体交差事業検討業務委託の受注者が行う。 

２ 事務局は、委員会の運営に必要な事務を行う。 

（その他） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。 

 

附 則 

１ この要綱は、令和 2年 8月 6日から施行する。 

２ この要綱は、委員会の設置目的を達成したときにその効力を失う。 

資料１ 



別表 委員（１０名）              （敬称略 令和４年 10 月 28 日現在） 

区 分 職 名 氏名 備  考 

学識経験者 

 

日本大学理工学部教授 中村 英夫  

香川大学創造工学部教授 紀伊 雅敦  

 日本政策投資銀行 四国支店長 柏原 亮  

交通事業者 
高松琴平電気鉄道株式会社 

代表取締役専務  
植田 俊也  

 
国土交通省四国地方整備局建政部 

都市調整官 
渡邉 慶  

関係行政 

機関 

 

 

 

 

国土交通省四国地方整備局道路部 

道路調査官 
森本 英二  

国土交通省四国運輸局鉄道部次長 板橋 孝則  

香川県警察本部交通部長 旭 国雄  

香川県土木部長 安西 愼  

高松市都市整備局長 板東 和彦  
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１ これまでの検討内容の整理
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１ これまでの検討内容の整理

〇これまで４回の検討委員会を開催し、論点とした「交通対策」、「まちづくりの姿」に関して、
検討・検証した結果、琴電連立の都市計画について、廃止の方向性をもって今後検討を進めること
が了承された。

第１回
（R2.9.1）
第１回

（R2.9.1）

【琴電連立の都市計画の目的の確認】
・都市内交通の安全化と円滑化を図り、都市の健全な発展に寄与

①交通渋滞及び踏切事故の解消等
②地域分断の解消等
③サンポート高松の都市拠点機能を高める

【検討の論点整理】
・「交通対策」、「まちづくりの姿」、「住民との合意形成」の３つの論点で検討

【交通対策の検討】
・現況調査結果（交通量、渋滞）の分析
・課題と対応案の検討
・アンケート調査の概要

「交通対策の評価」、「まちづくりの姿の検証」から、琴電連立の都市計画について、

廃止の方向性をもって検討を進めることが第４回検討委員会で了承された。

【琴電連立の都市計画に関する課題の整理】
・これまでの課題の確認
【今後の検討の進め方】

・「交通対策」の評価方法の検討

第２回
（R3.2.3）
第２回

（R3.2.3）

【アンケート調査結果の分析】
・アンケート調査結果を踏まえた交通対策の評価
【まちづくりの姿についての検証】

・「まちづくりの姿」についての検証
【都市計画の存廃の方向性】

・「交通対策」の評価や「まちづくりの姿」の検証を踏まえ、都市計画の存廃の方向性を決定
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第３回
（R3.11.5）
第３回

（R3.11.5）

第４回
（R4.3.28）
第４回

（R4.3.28）
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１ これまでの検討内容の整理
〇第４回検討委員会で了承された「琴電連立の都市計画の廃止の方向性」に関して、「住民との合意

形成」の方策を今回の第５回検討委員会で検討する。

検討委員会の論点検討委員会の論点
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交通対策 まちづくりの姿 住民との合意形成

琴電連立の都市計画の廃止の方向性

今回検討

第１回～４回
検討委員会で検討

都市計画の
廃止の方向性について



２ 住民との合意形成の方策
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①検討委員会の結論に向けた住民意見の聴取・反映・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ 5

②パブリック・コメントの実施概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ 6

③都市計画法に基づく住民との合意形成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

④住民との合意形成の方策（まとめ）・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

⑤合意形成等のスケジュール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10



①検討委員会の結論に向けた住民意見の聴取・反映

〇これまでの検討においては、住民の意見を聴き取るためにヒアリング調査、アンケート調査を
実施してきた。

〇これらに加え、今回、より広く意見を聴取できるパブリック・コメントを実施し、その結果を
評価した上で、琴電連立の都市計画のあり方について検討委員会の結論を得る。

5

【交通対策】 【まちづくりの姿】

今回検討事項

〇高松市民を対象とした
アンケート調査

（配布数 4,000通）

〇運輸関係団体への
ヒアリング調査

〇エリアプラットフォームの
構築による有識者等への
ヒアリング調査
（高松市実施）

こ
れ
ま
で
に
実
施
済

住民から広く意見聴取が可能なパブリック・コメントを実施

琴電連立の都市計画のあり方についての検討委員会の結論

次回



②パブリック・コメントの実施概要
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〇パブリック・コメントは、「香川県パブリック・コメント実施要綱」に基づき実施し、11月下旬から
１ヶ月間意見を募集する。

〇提出された意見は、これに対する県の考え方を整理した上で、県のホームページ等で令和５年3月頃
に公表予定。

〇意見を募集する案件
琴電連続立体交差事業の都市計画のあり方（別添参考資料）

〇意見を募集する対象
県民等

〇意見募集期間
令和４年11月下旬から１ヶ月間

〇意見の提出方法
郵送、持参、FAX、電子メール

〇募集結果の発表方法
提出された意見は、これに対する香川県の考え方とともに整理した上で、県のホームページ等

で令和５年3月頃に発表する。

パブリック・コメントの実施概要
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③都市計画法に基づく住民との合意形成

都市計画法

（公聴会の開催等）
第16条（一部略）

都道府県又は市町村は、次項の規定による場合を除くほか、都市計画の案を作成
しようとする場合において必要があると認めるときは、公聴会の開催等住民の意見
を反映させるために必要な措置を講ずるものとする。

（都市計画の案の縦覧等）
第17条（一部略）

都道府県又は市町村は、都市計画を決定しようとするときは、あらかじめ、
国土交通省令で定めるところにより、その旨を公告し、当該都市計画の案を、
当該都市計画を決定しようとする理由を記載した書面を添えて、当該公告の日
から二週間公衆の縦覧に供しなければならない。

２ 前項の規定による公告があったときは、関係市町村の住民及び利害関係人は、
同項の縦覧期間満了の日までに、縦覧に供された都市計画の案について、都道府
県の作成に係るものにあっては都道府県に、市町村の作成に係るものにあっては
市町村に、意見書を提出することができる。

〇都市計画法では都市計画の案について、住民の意見を反映させるための手続きとして以下の通り定め
られている。



③都市計画法に基づく住民との合意形成
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説

明

会

公

聴

会

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

香
川
県
都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
決
定
（
告
示
・
縦
覧
）

〇都市計画を変更する場合、県では下記の通り、都市計画法に基づく住民との合意形成の手続きを行う。
〇都市計画法第16条に基づく住民の意見を反映させるための措置として、説明会、公聴会を開催する。
〇都市計画法第17条に基づき、都市計画の変更案を縦覧し、意見書の提出を受け付ける。

【都市計画法に基づく住民との合意形成の手続き】

都
市
計
画
変
更
原
案
の
閲
覧

意
見
書
の
提
出

法第16条 法第16条 法第17条 法第18条 法第20条

法第17条

都市計画の変更原案
について、説明会を
開催する。

都市計画の変更原案
を閲覧に供し、公述
の申出があった場合
には、公聴会を開催
する。

都市計画の変更案を
縦覧し、意見書の提
出を受け付ける。



④住民との合意形成の方策（まとめ）
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琴
電
連
立
事
業
の
都
市
計
画
の

あ
り
方
の
検
討

パブリック・コメント
（今回実施）

説

明

会

公

聴

会

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

香
川
県
都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
決
定
（
告
示
・
縦
覧
）

あり方の検討段階における
住民等の意見の反映

琴
電
連
立
検
討
委
員
会

〇琴電連立の都市計画を廃止する場合の住民との合意形成の方策の全体フローは以下のとおりとする。

結
論
の
取
り
ま
と
め

都市計画法に基づく住民との合意形成の手続き

都
市
計
画
変
更
原
案
の
閲
覧

意
見
書
の
提
出

アンケート調査
（R3.11～12実施）

ヒアリング調査
（R3.9実施）



⑤合意形成等のスケジュール
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令和４年度令和４年度 令和５年度～令和５年度～

第5回
（住民との合意

形成等）
第6回

（存廃の結論）第１回～第4回

パブリック・
コメント
（R4.11月予定）

令和２～３年度令和２～３年度

琴電連立検討委員会の結論に
応じた都市計画の変更手続き

「琴電連立に関連する都市計画※」のあり方検討

琴電連立検討委員会

〇琴電連立検討委員会の結論に応じ都市計画を変更する場合は、令和５年度から、都市計画法に基づく
住民との合意形成を図りながら、都市計画の変更手続きを行う予定。

〇あわせて、「琴電連立に関連する都市計画※」のあり方の検討を行うとともに、交通対策やまちづくり
の施策を進める。

県
都市計画
審議会

説明会
公聴会

告示
縦覧

交通対策やまちづくり施策の推進

アンケート調査
ヒアリング調査
（実施済み）

※琴電連立に関連する都市計画
・瓦町駅東口駅前広場
・玉藻公園
・高松海岸線 等



３ 今後のスケジュール（検討委員会）
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【委員会の結論の確認】
・パブリック・コメントの実施結果の評価
・今後のスケジュール等も含めた委員会の結論

３ 今後のスケジュール（検討委員会）

第１回
（R2.9.1）
第１回

（R2.9.1）

【琴電連立の都市計画の目的の確認】
・都市内交通の安全化と円滑化を図り、都市の健全な発展に寄与

①交通渋滞及び踏切事故の解消等
②地域分断の解消等
③サンポート高松の都市拠点機能を高める

【検討の論点整理】
・「交通対策」、「まちづくりの姿」、「住民との合意形成」の３つの論点で検討

第３回
（R3.11.5）
第３回

（R3.11.5）

第４回第４回

【交通対策について】
・現況調査結果（交通量、渋滞）の分析
・課題と対応案の検討
・アンケート調査の概要

第５回
（R4.10.28）
第５回

（R4.10.28）

【住民との合意形成】
・住民との合意形成の方策について
【今後のスケジュール】

・都市計画の存廃の方向性に応じた今後のスケジュールなどの確認

【琴電連立の都市計画に関する課題の整理】
・これまでの課題の確認
【今後の検討の進め方】

・「交通対策」の評価方法の検討

第２回
（R3.2.3）
第２回

（R3.2.3）

【アンケート調査結果の分析】
・アンケート調査結果をふまえ、交通対策の評価を実施

【まちづくりの姿についての検証】
・「まちづくりの姿」についての検証
【都市計画の存廃の方向性】

・「交通対策」の評価や「まちづくりの姿」の検証を踏まえ、都市計画の存廃の方向性を決定
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（R4.3.28）

第６回第６回

令
和
4
年
度

令
和
4
年
度

（R５年３月頃）

令
和
2
年
度

令
和
2
年
度

令
和
3
年
度

令
和
3
年
度

【次回委員会】

パブリック・コメントの実施



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 意見を募集する案件 

琴電連続立体交差事業の都市計画のあり方 

２ 募集の趣旨 

琴電連続立体交差事業の都市計画のあり方について、学識経験者、鉄道事業者、国、県、市で構

成する琴電連立検討委員会において検討した内容のパブリック・コメントを実施するものです。 

３ 意見募集期間 

令和４年11月下旬から約１ヶ月（予定） 

４ 資料（別紙） 

琴電連続立体交差事業の都市計画のあり方について 

５ 意見の提出方法 

①資料についての意見は、下記の提出先へ郵送(意見募集期間最終日消印有効)、持参、ＦＡＸ、

電子メールで提出してください。電話による受付はしません。 

②意見を記載する様式は任意ですが、氏名、住所、電話番号を明記してください。意見の内容以

外は公表しません。 

③意見は、日本語による文書(電子文書を含みます。)で提出してください。 

④意見が大部になる場合には、要約を添付してください。 

６ 募集結果の発表方法 

提出された意見は、これに対する香川県の考え方とともに整理した上で、都市計画課や県民室、

各県民センターの窓口と県ホームページ上で令和５年３月頃に発表します。意見について、直接個

別に回答することはしません。 

７ 提出先（問い合わせ先） 

都市計画課 都市政策・計画グループ 

〒760-8570 高松市番町四丁目1番10号 

電話：087-832-3557／FAX：087-806-0222 

電子メールアドレス：toshikei@pref.kagawa.lg.jp 

「琴電連続立体交差事業の都市計画のあり方」

についてパブリック・コメント（意見公募）を

実施します 

参考資料 

【パブリック・コメント実施時の説明資料】 
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〇琴電連続立体交差事業は、高松市の中心市街地を南北に縦断している琴電を高架化することで、交通渋滞、踏切事故

や地域分断を解消するとともに、琴電高松築港駅をサンポート高松に乗り入れることによる交通結節機能の強化を目

的とし、平成10年に、県において都市計画決定しました。

1 琴電連続立体交差事業の概要

1



２ 琴電連続立体交差事業の経緯

〇琴電連続立体交差事業は、平成12年に、総事業費約340億円で都市計画事業認可を受け、県において事業を進めてい

ましたが、琴電を取り巻く経済環境や県の厳しい財政状況などを踏まえ、都市計画決定を残したまま、平成17年に

「事業の一時休止」、平成22年に「事業中止」し、その後、事業認可期間も平成23年に終了しています。

〇事業中止から約10年、都市計画決定から約22年と長期間が経過していることから、令和2年度から、学識経験者に加

え、鉄道事業者や、国、県、高松市の行政機関で構成した「琴電連立検討委員会」を設置して、当該都市計画の存廃

も視野に、そのあり方について検討を開始しました。
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「検討委員会の経緯」

〇これまでの琴電連立検討委員会の検討状況及び今後の予定は以下のとおりです。
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①高松市の中心市街地を南北に縦断している琴電
を高架化することにより、交通渋滞及び踏切事
故の解消等を図り、県都高松市の都市機能を向
上させること

②高松市の中心市街地を南北に縦断している琴電
を高架化することにより、地域分断の解消等を
図り、県都高松市の都市機能を向上させること

③琴電高松築港駅をサンポート高松に乗入れるこ
とにより、サンポート高松の都市拠点機能を高
めること

都市内交通の安全化と円滑化を図り、都市の健
全な発展に寄与することを目的として、高松琴
平電鉄の連続立体交差化を計画するものである。

【本都市計画の計画書】

【香川県公共事業再評価委員会
（H16年度、H21年度）説明資料】

都市計画の目的

交通対策交通対策

まちづくりの姿まちづくりの姿

都市計画の目的等を
踏まえた論点

都市計画の目的等を
踏まえた論点

住民との合意形成住民との合意形成

合意形成に関する論点合意形成に関する論点

３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「論点整理」

〇都市計画の目的等を踏まえ、検討委員会の論点を「交通対策」、「まちづくりの姿」、「住民との合意形成」

として検討を開始しました。
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）

〇琴電連立計画区間の東西主要路線の３踏切である本町踏切（市道高松海岸線）、福田町第四踏切（国道11号）

観光道路踏切（観光通り）の現在の交通状況を把握するため、以下の通り現況調査を実施しました。
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）

〇３踏切を通過する自動車交通量は、いずれも減少傾向で推移しています。

〇高松市の自動車交通の発生集中量の将来推計も減少しています。

※琴電連立計画区間の東西主要路線の３踏切
本町踏切（市道高松海岸線）
福田町第四踏切（国道11号）
観光道路踏切（観光通り）
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）

7

〇本町踏切は、福田町第四踏切と観光道路踏切と比較して平均渋滞長や平均踏切通過時間が長く、渋滞の問題が

大きいと考えられます。

※琴電連立計画区間の東西主要路線の３踏切
本町踏切（市道高松海岸線）
福田町第四踏切（国道11号）
観光道路踏切（観光通り）



３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）

○高松市内の混雑している交差点と３踏切の渋滞状況を比較したところ、本町踏切の混雑は、市内の混雑してい

る交差点の上位に相当していますが、福田町第四踏切と観光道路踏切の混雑は、20位以下に相当しています。

※琴電連立計画区間の東西主要路線の３踏切
本町踏切（市道高松海岸線）
福田町第四踏切（国道11号）
観光道路踏切（観光通り）
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）

9

（参考）高松市内の交差点の人身事故件数

（香川県警交通事故情報提供システムより抽出）

〇３踏切の人身事故の状況について調査したところ、平成19年を最後に発生しておらず、また、琴電連立計画区間

の28踏切の人身事故は、平成22年を最後に発生していない状況です。

交差点名 件数

寿町交差点 19

室町交差点 18

上天神西交差点 16

東山崎町交差点 15

上東原交差点 14

三条交差点 14

成合大橋西交差点（信号なし） 13

上天神町交差点 12

中央橋西交差点 12

峰山口交差点 12

郷東橋西交差点（信号なし） 11

花園西交差点 11

観光道路踏切東交差点（信号なし） 11

桜井高校北西交差点（信号なし） 11

林町佐古交差点 10

洲端東交差点 10

新春日川橋西詰交差点 10

福岡町３丁目交差点 10

聾学校南交差点 10

伏石町交差点 10

檀紙交差点 9

直近5年間（H28.10～R3.9）

※琴電連立計画区間の東西主要路線の３踏切
本町踏切（市道高松海岸線）
福田町第四踏切（国道11号）
観光道路踏切（観光通り）



３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）
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〇３踏切の渋滞の評価
福田町第四踏切と観光道路踏切の渋滞については、市内の混雑している交差点の20位以下に相当していますが、
本町踏切については、平均渋滞長や平均踏切通過時間が長く、渋滞の問題が大きいと考えられます。

▼３踏切の平均渋滞長・平均通過時間

〇３踏切を通過する自動車交通量
3踏切を通過する自動車交通量は減少傾向で推移しており、高松市の自動車交通の発生集中量の将来推計も減少
しています。

〇３踏切での事故状況
高松市内の交差点では人身事故が発生しているが、3踏切の人身事故は平成19年を最後に発生していません。

また、琴電連立計画区間の28踏切の人身事故は、平成22年を最後に発生していません。

●渋滞長：踏切遮断の開放後、次の遮断までに通過できなかった車列の長さ
●踏切通過時間：踏切遮断の開放後、最後尾の車両が踏切を通過するまでにかかった時間

〇現況調査結果まとめ

平均
渋滞長

平均踏切
通過時間

平均
渋滞長

平均踏切
通過時間

平均
渋滞長

平均踏切
通過時間

平均
渋滞長

平均踏切
通過時間

A)本町踏切 180ｍ 5分39秒 80ｍ 3分59秒 140ｍ 6分6秒 90ｍ 4分46秒

B)福田町第四踏切 30ｍ 1分48秒 10ｍ 1分42秒 70ｍ 2分18秒 60ｍ 2分17秒

C)観光道路踏切 20ｍ 1分23秒 20ｍ 1分31秒 50ｍ 1分59秒 0ｍ 38秒

踏切から西側での渋滞 踏切から東側での渋滞

朝（7時～10時） 夕（17時～20時）朝（7時～10時） 夕（17時～20時）



３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」(交通渋滞及び踏切事故の解消等）
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〇現況調査結果の分析や運輸関係団体へのヒアリング結果から、交通対策の課題は、本町踏切の渋滞の解消と大型車通

行時の安全性の確保であり、現況の混雑状況の緩和に向けた短期的（即効的）な対策として、下の図のような暫定整

備を高松市において、進めています。また、暫定整備後の交通状況を踏まえ、中長期的（抜本的）な対策として、高

架の道路をつくって、踏切と立体交差することが有効ではないかと考えています。



３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）
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〇「琴電連立事業の都市計画」や「主要な３踏切の交通渋滞状況や自動車交通対策」等について、次のとおりアンケー

ト調査を実施しました。

〇主な設問のアンケート結果として、下記に示している赤囲みの設問について、結果を次ページ以降にお示しします。



３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）

〇平面軌道による生活への不都合に関する御意見
琴電連続立体交差事業の計画区間では、琴電の線路が平面で走っていますが、その線路や踏切があることによって、

許容の範囲を超えて、生活に不都合を感じている人は１割程度と少ない結果になりました。
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）

〇３踏切の混雑に関する印象
本町踏切は他の主要な２踏切と比較して「非常に渋滞している」と感じている人の割合が高く、現況調査と同様に

本町踏切は他の主要な２踏切と比較して渋滞の問題が大きいと考えられます。

※琴電連立計画区間の東西主要路線の３踏切
本町踏切（市道高松海岸線）
福田町第四踏切（国道11号）
観光道路踏切（観光通り）
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）

〇３踏切の自動車交通対策に関する御意見
自動車交通対策の問題が大きい本町踏切について、暫定整備後の交通状況を踏まえた中長期的な対策としての高架

の道路整備まで行えば、暫定整備の対策で十分である人を加えると、約８割の人が「十分である」、「効果が期待で
きる」もしくは「やむを得ない」と考えていることがわかりました。
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「交通対策」（交通渋滞及び踏切事故の解消等）

●「交通対策」のまとめ
現況調査、アンケート調査、運輸関係団体へのヒアリング等を考慮すると「交通対策」に関して都市計画を廃止
しても支障がないと考えられます。
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「まちづくりの姿」 （都市計画が残っている
ことによる影響）

〇琴電連立の都市計画が残っていることにより、まちづくりに様々な制約が生じています。
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「まちづくりの姿」 （サンポート高松の
都市拠点機能の向上）

18

〇琴電連立の都市計画は、琴電高松築港駅をJR高松駅南側に移設することにより、サンポート高松の都市拠点機
能を高めることを目的の一つとしていました。

〇サンポート高松においては、令和５年度から令和７年度頃にかけて、新県立体育館（県立アリーナ）やJR高松
駅ビル、大学、ホテルなどの開設が集中しており、令和２年度に高松市が設置した「高松市サンポート地区都
市再生検討委員会」などにおいて、サンポート高松の回遊性向上や歩行空間の確保などについて、連立の都市
計画を廃止した場合も含めて検討してきました。

〇令和３年度に開催した「高松市サンポート地区都市再生検討委員会」では、サンポート地区の中長期的なまち
づくりに向けて地区全体のグランドデザインの検討を進めるために、新たな合意形成体となるエリアプラット
フォームを構築し、エリアのあるべき姿としての「未来ビジョン」等の検討方針を示し、了承されました。

【高松市作成資料】



３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「まちづくりの姿」 （サンポート高松の
都市拠点機能の向上）
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〇令和４年８月には高松市長より、新たな合意形成体となるエリアプラットフォームの中心となるアーキテクトの
委嘱を行い、エリアプラットフォームの活動を開始しました。また、エリアプラットフォームの構成員となる、
高松市が担う役割として、公共空間の利活用等を検討するためのチームを市役所内に設置しており、エリアプ
ラットフォームと連携しながら、議論を進めています。

【高松市作成資料】



３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「まちづくりの姿」 （サンポート高松の
都市拠点機能の向上）

〇サンポートエリアに関係する様々な人材の意見・要望をとりまとめた令和４年３月時点における未来ビジョン

（短期）は次のとおりです。
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「まちづくりの姿」 （サンポート高松の
都市拠点機能の向上）

〇サンポートエリアに関係する様々な人材の意見・要望をとりまとめた令和４年３月時点における未来ビジョン

（中・長期）は次のとおりです。
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「まちづくりの姿」 （地域分断の解消等）

〇琴電連立の都市計画は、高松市の中心市街地を南北に縦断している琴電を高架化することで、地域分断を解消する
ことを目的の一つにしていました。都市計画を廃止する場合は、瓦町駅東口駅前広場を含む瓦町松島線の都市計画
決定区域を適正な規模や配置に見直すことにより、新たな土地利用や開発が見込まれます。
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３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「まちづくりの姿」 （地域分断の解消等）

〇沿線のまちづくりが進展することで、アクセス機能や回遊性の向上が期待でき、交通の利便性が良く、人が往来しや

すいまちづくりが期待できます。



３ 琴電連立検討委員会の検討状況 「まちづくりの姿」

24

〇サンポート高松の都市拠点機能の向上について
・廃止したとしても、「未来ビジョン」など新たなまちづくりの構想があり、JR高松駅、琴電高松築港駅間や駅周

辺の空間を活かしたまちづくりを進めることができる

〇地域分断について
・廃止したとしても、瓦町駅東口駅前広場の都市計画の見直しによる新たな土地利用や開発の進展、駅前広場の整

備をはじめとする施策により、交通の利便性が良く、人が往来しやすいまちづくりが期待できる

〇まちづくりへの影響
・琴電連立の都市計画が残っていることにより、玉藻公園の整備計画や駅舎の改修等が進まないなどの影響が生じ

ているが、都市計画を廃止することにより、整備計画の見直しや駅舎改修の検討を開始することができる

〇都市計画を廃止しても、「未来ビジョン」など新たなまちづくりの構想を進めることにより、
サンポート高松の都市拠点機能の向上を図ることができる。

〇都市計画を廃止することにより、様々な制約がなくなるため、沿線のまちづくりの検討が進む
ことが期待できる。

（まとめ）

●「まちづくりの姿」のまとめ
高松市による「未来ビジョン」などの新たなまちづくり構想の推進や都市計画が残っていることによるまちづくり
への影響等を考慮すると「まちづくりの姿」に関して都市計画を廃止しても支障がないと考えられます。



４ 都市計画の廃止の方向性
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〇論点である「交通対策」「まちづくりの姿」についてのこれまでの琴電連立検討委員会における検討を踏まえ、琴電
連立の都市計画について、廃止の方向性で今後の手続きを進めていくこととしています。



５ 琴電連立に関連する都市計画
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〇琴電連立の都市計画を廃止する場合は、「琴電連立に関連する都市計画」のあり方についても検討を行います。
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琴
電
連
立
事
業
の
都
市
計
画
の

あ
り
方
の
検
討

パブリック・コメント

（今回実施）

説

明

会

公

聴

会

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

香
川
県
都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
決
定
（
告
示
・
縦
覧
）

あり方の検討段階における
住民等の意見の反映

琴
電
連
立
検
討
委
員
会

結
論
の
取
り
ま
と
め

都市計画法に基づく住民との合意形成の手続き

都
市
計
画
変
更
原
案
の
閲
覧

意
見
書
の
提
出

アンケート調査
（R3.11～12実施）

ヒアリング調査
（R3.9実施）

６ 住民との合意形成
〇今回のパブリック・コメントの実施結果を踏まえたうえで、琴電連立の都市計画のあり方について検討委員会で結論

を得る予定です。
〇結論に応じ、都市計画を廃止する場合は、都市計画法に基づく住民との合意形成の手続きを行います。



７ 合意形成等のスケジュール
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〇琴電連立検討委員会の結論に応じ都市計画を廃止する場合は、令和５年度から、都市計画法に基づく住民との合意形
成を図りながら、都市計画の変更手続きを行う予定です。

〇あわせて、「琴電連立に関連する都市計画※」のあり方の検討を行うとともに、交通対策やまちづくりの施策を進め
ます。

令和４年度令和４年度 令和５年度～令和５年度～

第5回
（住民との合意

形成等）
第6回

（存廃の結論）第１回～第4回

パブリック・
コメント
（今回実施）

令和２～３年度令和２～３年度

琴電連立検討委員会の結論に
応じた都市計画の変更手続き

「琴電連立に関連する都市計画※」のあり方検討

琴電連立検討委員会

県
都市計画
審議会

説明会
公聴会

告示
縦覧

交通対策やまちづくり施策の推進

アンケート調査
ヒアリング調査
（実施済み）

※琴電連立に関連する都市計画
・瓦町駅東口駅前広場
・玉藻公園
・高松海岸線 等


